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ふ
る
さ
と
二
本
松
に

　
　
　
　
　
帰
っ
て
お
い
で

『
大
卒
者
等
定
住
促
進
奨
励
金
』

　
定
住
促
進
を
目
的
に
、
大
学
等

を
新
規
に
卒
業
し
て
来
年
４
月
以

降
に
市
内
へ
定
住
し
就
労
す
る
方

に
、
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

奨
励
金
の
額

　
30
万
円（
上
限
・
一
人
１
回
）

対
象
者

　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・  

来
年
４
月
以
降
に
市
内
の
企
業

等
に
新
規
で
正
社
員
と
し
て
雇

用
さ
れ
る
方
。

・  

大
学
、
短
大
、
高
等
専
門
学
校

等
を
卒
業
し
て
１
年
以
内
の
方
。

・  

永
住
の
意
志
を
も
っ
て
市
内
に

居
住
す
る
方
。

・  

奨
学
金
の
返
済
残
高
が
あ
る
方
。

申
請
受
付
開
始

　
平
成
30
年
４
月
か
ら

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
企
画
財
政
課
地
方
創
生
推
進
係

　
☎（
24
）７
１
２
０

災
害
時
に
お
け
る
避
難
勧
告
等

の
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
昨
年
の
台
風
第
10
号
に
よ
る
水

害
の
教
訓
を
受
け
、
高
齢
者
等
の

避
難
に
時
間
を
要
す
る
方
に
、
避

難
を
開
始
す
る
段
階
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
す
る
た
め
、
国
お
よ
び

県
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
避
難

勧
告
等
の
名
称
を
４
月
よ
り
変
更

し
ま
し
た
。

※ 

こ
れ
ら
の
情
報
が
発
令
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
身
の
危
険
を
感

じ
る
場
合
は
避
難
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
☎（
55
）５
１
０
２

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
　
市
政
情
報

p
ick u

p
!

栄
え
あ
る
叙
勲
受
章

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、各
分
野
で
活
躍
・

貢
献
さ
れ
た
方
々
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

武む

藤と
う

　
正ま
さ

孝た
か

さ
ん（
66
）

元
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合 

消
防
司
令
長（
宮
本
）

旭
日
双
光
章

大お
お

内う
ち

　
正ま
さ

男お

さ
ん（
70
）

元
岩
代
町
長（
小
浜
）

瑞
宝
単
光
章

三み

浦う
ら

　
康や
す

雄お

さ
ん（
61
）

元
３
等
陸
尉（
戸
沢
）

瑞
宝
双
光
章

國こ
く

分ぶ
ん

　
幸ゆ
き

男お

さ
ん（
70
）

元
公
立
小
学
校
長（
若
宮
）

瑞
宝
単
光
章

岩い
わ

井い

　
隆た
か

継つ
ぐ

さ
ん（
72
）

元
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

消
防
司
令（
本
町
）

【変更後】【変更前】

避難指示（緊急）

▲
避難勧告

▲
避難準備・

高齢者等避難開始

避難指示

避難勧告や避難指示（緊急）を
発令することが予想される場合

災害による被害が予想され、人的被害
が発生する可能性が高まった場合

災害が発生する等状況がさらに悪化し、
人的被害の危険性が非常に高まった場合

▲
避難勧告

▲
避難準備情報

避難準備・
高齢者等避難開始 避難勧告 避難指示（緊急）

□いつでも避難ができるよう準備
をしましょう。
□避難に時間を要する方（高齢の方、
障がいのある方、乳幼児をお連れ
の方等）は避難を開始しましょう。

□避難場所へ避難をしましょう。
□地下空間にいる人は、速やかに
安全な場所に避難しましょう。

□まだ避難していない場合は、直ちにそ
の場から避難しましょう。

□外に出ることでかえって命に危険が及
ぶような状況では、自宅内のより安全な
場所に避難をしましょう。

※必ずしもこの順番で発令されるとは限りません。
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『
防
災
ラ
ジ
オ
』の

設
置
希
望
調
査
を
行
い
ま
す

　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
い
、
市
内
全
域
で「
２
８
０

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
防
災
行
政
情
報
配
信

シ
ス
テ
ム
」を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、「
防
災

ラ
ジ
オ（
個
別
受
信
機
）」を
設
置

す
る
こ
と
で
、
防
災
や
行
政
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

配
布
対
象
者

　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
世
帯
に

対
し
て
設
置
希
望
調
査
を
事
前
に

行
い
、
希
望
す
る
世
帯
全
て
に
配

布（
貸
与
）し
ま
す
。

費
　
用
　
１
台
３
千
円

※ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
申
請
に
基
づ
き
無
料
で

配
付
し
ま
す
。

・
災
害
時
要
援
護
者
が
い
る
世
帯

・ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構

成
さ
れ
て
い
る
世
帯

・  

要
介
護
度
３
以
上
の
在
宅
生
活

者
が
い
る
世
帯

・  

身
体
障
が
い
者（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
の
方
お
よ
び
３

級
の
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
・
呼

吸
器
機
能
障
が
い
の
方
）が
い

る
世
帯

・  

知
的
障
が
い
者（
療
育
手
帳
Ａ

所
持
者
）が
い
る
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯

・
住
民
税
非
課
税
世
帯

設
置
時
期
　
年
度
内
に
配
布
予
定
。

設
置
希
望
調
査
時
期

　
５
月
下
旬
〜
６
月
20
日

調
査
方
法

　
各
行
政
区
等
を
通
じ
、
希
望
調

査
票
を
配
布
し
取
り
ま
と
め
を
行

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
☎（
55
）５
１
０
２

『
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対

策
分
）』を
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い

　
申
請
期
限
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る

方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
臨
時
福
祉
給
付
金
に

つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広

報
に
ほ
ん
ま
つ
４
月
号
14
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
６
月
15
日（
木
）

対
象
者
　

　
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税（
住

民
税
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

や
そ
の
被
扶
養
親
族
。

※ 

支
給
判
断
基
準
と
な
る
収
入
や

所
得
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
状
況
で

す
。

申
請
方
法
等

　
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

へ
は
、
申
請
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
平
成
27
年
中
の
所
得

の
状
況
が
不
明
で
あ
る
方
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
を
発
送
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

　（
市
役
所
３
階
）

　
☎（
22
）５
１
６
６

４月25日
ふくしまDC二本松市推進委員会総会
DC推進委員会としては最後の委員
会となりましたが、「二本松に住み
たくなる」を基本方針として策定し
た「二本松市観光戦略事業計画書」を
示し、新たなステージへの移行案件
などを提出しました。◯新

４月28日
安達広域で消防表彰式
安達地方広域行政組合主催の第39回
消防表彰式が行われ、地域防災を長
年支えてこられた方や、火災現場で
の初期消火、事故現場での人命救助
などに功労のあった方々に感謝状を
贈呈しました。◯新

５月１日
霞ヶ城公園顕彰祭
霞ヶ城公園の自然景観は、四季折々
に訪れる人の心を和ませ、勇気づけ
てくれます。この名園の維持と発展
に努力された先人・先覚者をしのび、
顕彰しました。◯新

最近の活動を
　写真でお伝えします。

今すぐ
カクニン
ジャ！


